
丁は一年生で議

ドば控え目1き篇ノ山 

帽丁は一 

人口と世帯 

24,327 
26,665 
50,992 

帯数 15,125 
(3 月31日現在 住民基本台帳調） 

男
女
計

世
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新ー年生に帽子を贈る佐々木市長 

毎
号
と
じ

こ
ん
で
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

市では、小学校の入学式が行われた 4 月7日、 

小学校、保育園、児童館に新入学（園） した児

童、園児合わせて約1,000名に交通安全のため

の黄色安全帽を贈りました。 

この日は、栄小学校（田中和弘校長・児童数  

872人）で、新入学児童代表の山田徹くんと長

谷川真紀さんに佐々木市長から黄色安全帽が、 

また三上光布安田火災海上保険q恥五所川原支社

次長からワッペン、長沢京子市交通安全母の会

連合会長から交通安全絵本がプレゼントされま

した。 

運転手の皆さんガ黄色い帽子は 1年生です。 

スピードは控え目に／ 

1ょがわら
＝ ニ ー ー ー

シンボルマーク

発行五所川原市役所／編集企画調整課〒037五所川原市字岩木町12番地壷㈹35-2111番
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じ
こ
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お
役
に
立
ち
ま
す
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新一年生に帽子を贈る佐々木市長 今

鐸
872人）で、新入学児童代表の山田徹ぐんと長

谷川真紀さんに佐々木市長から黄色安全''1胃が、

また三上光布安田火災海上保険㈱五所川原支社

次長からワッペン、長沢京子市交通安全母の会

連合会長から交通安全絵本がプレゼントされま

した。

運転手の皆さん〃黄色いIl'冒子は1年生です。

スピードは控え目に／

市では、小学校の入学式が行われた4月7日、

小学校、保育園、児童館に新入学（園）した児

童、園児合わせて約1,000名に交通安全のため

の黄色安全*胃を贈りました。

この日は、栄ﾉ｣､学校（田中和弘校長．児童数

帯
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里
邑

市 民課の窓口風景

(第709号）②

蕊蒲

勇

言
贋

量

号
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ぜ、 	
ん  

こ 

土
曜
閉
庁
の
実
施
に
当
り
、
 

市
民
生
活
に
密
着
し
た
業
務
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
通
り
休
ま

ず
に
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

第
二
・
第
四
土
曜
日
も
業
務

を
行
う
と
こ
ろ
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

⑨
市
民
生
活
関
連
廿
西
北
中
央

病
院
、下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
 
 水

道
配
水
業
務
、
消
防
署
 

0
清
掃
関
連
廿
ご
み
取
集
、
野

里
不
燃
物
埋
立
地

（
一般
廃
棄

物
処
分
場
）
 

0
福
祉
関
連
廿
養
護
老
人
ホ
ー
 

ム
、
福
祉
会
館
、
森
の
家

⑥
教
育
関
連
‘
小
・
中
学校
、
 

働
く
婦
人
の
家
、中
央
公
民
館
、
 

国
連
青
少
年
の
家
 

＠
文
化
・
体
育
関
連
廿
市
民
文

化
会
館
、
図
書
館
、
市
民
体
育

館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
三
道

会
館
、
旧
平
山
家
 

＠
そ
の
他
廿
葬
斎
苑
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
、
勤
労
者
野
外
活

動
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
 

花束を受ける木村さん 

盛況だった人形劇フェスティバル 

「金多豆蔵」と 

共に55年 

市内旭田丁の木村幸八さん（76）は、人形劇 

「金多豆蔵」 を上演し続け今年で芸歴55年を

迎えました。 

これを記念した 「人形劇フエスティノぐル」 

が3 月25日、市民文化会館に1,000人近い観客

を集めて行われ、人形劇サークル 「ぱっけの

会」 や人形劇団 「ピッコロ」、「つがる」 の友

情コM寅に木村さんもすっかり感激。 

劇団仲間から花束を受け取って、目を潤ま

せていました。 

醜 

（第709号） ③平成 2 年（1990年）4 月15日 	 広報ごしょがわら 

,
 

働
く
人
た
ち
の
福
祉
の
向
上

を
図
り
、
豊
か
で
健
康
的
な
生

活
を
実
現
す
る
な
ど
の
目
的
で

昭
和
六
十
二
年
に
労
働
基
準
法

が
改
正
さ
れ
、
労
働
時
間
の
週

四
十
時
間
制
へ
の
移
行
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
具
体
策
の
ー
つ
と
して
、
 

国
の
機
関
が
平
成
元
年
一
月
か

ら
、
県
で
は
平
成
元
年
五
月
か

ら
月
の
第
二
・
第
四
土
曜
日
を

休
み
と
す
る
「
土
曜
閉
庁
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
金
融
機
関
で
は
、
平

成
元
年
二
月
全
て
の
土
曜
日
を

休
む
完
全
週
休
二
日
制
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
か
ら
、
 

地
域
全
体
が
労
働
時
間
の
短
縮

を
進
め
る
た
め
に
は
、
官
公
庁

や
金
融
機
関
な
ど
の
先
導
的
役

割
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
五
所
川
原
市
で

も
本
年
六
月
第
四
土
曜
日
（
一
一

十
三
日
）
か
ら
土
曜
閉
庁
を
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

こ
れ
によ
り
住
民
票
の
写
し
、
 

戸
籍
謄

・
抄
本
、
印
鑑
証
明
、
 

納
税
証
明
、
資
産
証
明
な
ど
各

種
証
明
書
類
の
交
付
の
サ
ー
ビ

ス
も
休
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
 

第
ニ
・
第四
土
曜
日
以
外
の
日

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

嚢華i臓舞嚢昌寿素蕎嚢曾 
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｢金多豆蔵｣と
共に55年
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一

働
く
人
た
ち
の
福
祉
の
向
上

を
図
り
、
豊
か
で
健
康
的
な
生

活
を
実
現
す
る
な
ど
の
目
的
で

昭
和
六
十
二
年
に
労
働
基
準
法

が
改
正
さ
れ
、
労
働
時
間
の
週

四
十
時
間
制
へ
の
移
行
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
具
体
策
の
一
つ
と
し
て
、

国
の
機
関
が
平
成
元
年
一
月
か

ら
、
県
で
は
平
成
元
年
五
月
か

ら
月
の
第
二
・
第
四
土
峨
日
を

休
み
と
す
る
「
土
曜
閉
庁
』
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
金
融
機
関
で
は
、
平

成
元
年
二
月
全
て
の
土
峨
日
を

休
む
完
全
週
休
二
日
制
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

一

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
か
ら
、

地
域
全
体
が
労
働
時
間
の
短
縮

を
進
め
る
た
め
に
は
、
官
公
庁

や
金
融
機
関
な
ど
の
先
導
的
役

割
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
五
所
川
原
市
で

も
本
年
六
月
第
四
土
曜
日
（
二

十
三
日
）
か
ら
土
曜
閉
庁
を
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
住
民
票
の
写
し
、

戸
籍
謄
・
抄
本
、
印
鑑
証
明
、

納
税
証
明
、
責
産
証
明
な
ど
各

種
証
明
書
類
の
交
付
の
サ
ー
ビ

ス
も
休
み
と
な
り
ま
す
の
で
、

第
二
・
第
四
土
曜
日
以
外
の
日

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

盛況だった人形劇フェスティバル
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土
耀
閉
庁
の
実
施
に
当
り
、

市
民
生
活
に
密
着
し
た
業
務
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
通
り
休
ま

－
ず
に
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
二
・
第
四
土
曜
日
も
業
務

を
行
う
と
こ
ろ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
市
民
生
活
関
連
Ⅱ
西
北
中
央

病
院
、
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
、

恥
謙
一
曝
注
《
括
蕊
関
漣
勅
探
獅
溌
蕊
翻

溌
蕊
蝋
蟻
蔭
霧
穫
墓
一
睡
鋤
熊
蕊
義
恐
識

ｊ
■
且
■
Ⅱ
Ｆ
で
ｌ
ｌ
ｒ
ｂ

、花束を受ける木村さん

市内旭町の木村幸八さん（76）は、人形劇

「金多豆蔵」を上演し続け今年で芸歴55年を

迎えました。

これを記念した「人形劇フェスティバル」

が3月25日、市民文化会館に1,000人近い観客

を集めて行われ、人形劇サークル「ぱつけの

会」や人形劇団rピッコロ」、「つがる」の友

,情公演に木村さんもすっかり感激。

劇団仲間から花束を受け取って、目を潤ま

せていました。

水
道
配
水
業
務
、
消
防
署

◎
清
掃
関
連
Ｉ
ご
み
収
集
、
野

里
不
燃
物
埋
立
地
二
般
廃
棄

物
処
分
場
）

◎
福
祉
関
連
Ｉ
養
談
老
人
ホ
ー

ム
、
福
祉
会
館
、
森
の
家

◎
教
育
関
連
Ｉ
小
・
中
学
校
、

働
く
婦
人
の
家
、
中
央
公
民
館
、

国
連
青
少
年
の
家

◎
文
化
・
体
育
関
連
Ｉ
市
民
文
一

化
会
館
、
図
書
館
、
市
民
体
育
一

館
、
歴
史
民
俗
寅
料
館
、
三
道
一

会
館
、
旧
平
山
家

◎
そ
の
他
Ｉ
葬
斎
苑
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
、
勤
労
者
野
外
活

動
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
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大会宣言を読み上げる山形さん 

バレード終了後の街頭指導 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

一
 

・

（

●
、一

一
  
‘
 

・
、
 

、
、
‘
 

気
琴
 

解
説
板
を
設
置
す
る
三
和
委
員
 

あ
た
っ
た
津
軽
鉄
道
の
職
員
の
 
長
（
左
）と
釜
葱
教
育
長
（
右
）
 

 

  

住吉大明神の松 

三
【
一「
「
，「
 

一
一
一
舞
『
 四

月
六
日
か
ら
の
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
に
先
駆
け
て
四

日
、
同
運
動
の
市
民
総
決
起
大

会
が
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

決
起
大
会
に
は
、交
通
安
全

襲

〈
ゃ
各企
業
、
団
体
か
ら
約

百
八
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
市
長
代
理
の
小

山
内
助
役
が
「
当
運
動
期
間
に

と
ど
ま
ら
ず
、
一
年
を通
じ
て

の
運
動
、
生
涯
の
運
動
と
位
置

づ
け
し
、
交
通
事
故
撲
滅
に
立

ち
上
が
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

続
い
て
工
藤
忠
男
五
所
川
原
警

察
署
長
が
「
地
域
ぐ
る
み
、
市

民
総
ぐ
る
み
に
な
っ
て
安
全
で
 
 快

適
な
交
通
社
会
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
」
と
、
ま
た
、
成
田
守

県
襲

「
議員
、
山
口
徳
ニ
市
議

会
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
激
励
し
ま

し
た
。
 

最
後
に
、
山
形
四
郎
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
が
大
会
宣
言

を
読
み
上
げ
大
会
を
終
え
ま
し

た
。
 

引
き
続
き
、
一
日
交
通巡
視

員
に
任
命
さ
れ
た
五
所
川
原
商

業
高
等
学
校
の
今
忍
さ
ん
、
対

馬
愛
子
さ
ん
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

同
校
へ
留
」
詣
‘の
ロ
マ
ー
ノ
・

パ
ト
リ
シ
ア
さ
ん
の
三
人
を
先

頭
に
パ
レ
ー
ド
と
街
頭
指
導
を

行
い
、
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
 
 

ま
し
た
。
 

運
動
の重
点
 

子
供
と
高
齢
者
、
特

に
新
入
学

（園
）
児
童

の
交
通
事
故
防
止
 

若
年
運
転
者
に
よ
る

飲
酒
、
暴
走
等
無
謀
運

転
の
追
放
 

二
輪
者
、
自
転
車
乗
 

用
の
交
通
事
故
防
止
 

正
し
い
方
法
に
よ
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
 ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
の
徹
底
 
 

プ

（
稲
葉忠
司
会
長
）
で
は
三

月
三
十
一
日
、
沖
飯
詰
地
区
に

あ
る
「
住
吉
大
明
神
の
松
」
の

解
説
板
を
寄
贈
し
、
現
地
で
引

き
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
環
境

保
全
委
員
会
が
住
み
良
い
環
境

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
三
和
満
同
ク
ラ

ブ
環
境
保
全
委
員
長
と
堀
内
貞

雄
同
委
員
及
び
釜
落
裕
市
教
育

長
、
松
の
持
ち
主
で
あ
る
藤
森

茂
治
さ
ん
、
解
説
板
の
製
作
に
 

名
木
の
 

解
説
板
を
寄
贈
 

ー
五
所
川
原
口
ー
タ
リ
ー
クラ
フ

ー
 

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
 

方
々
が
出
席
し
て
引
き
渡
し
が
 

(第709号）④広報ごしょがわら平成2年(1990年)4月15日

一
一
一

一
一

一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

岬
一

璽
菖重重妻

掌
一
，
一
一
一
．
一
一
一
一

ｆ
一

一
一

雲
一 一 一 一 M

蕊
』
一一一-一一

提蕊
一
一
一

ニニ
｛
一 一

一
一
一

一
一

一
一

一 一

賑 韮
－~

裁
一
一
Ｆ
一
一
Ｆ
一

一
一

一
一
一
一
一

一
一

一

一

一

一

一

一
一
一
一

一

一

一

一

一

一
一

三
＝

一
一

一
一

一
一
一
一

一
一
一

一
一
一

二
一
一

一
一 二 二

一 ー 一

一

一 一
一

一

｜
毒
一

一
一 一

一
一
一二

一
一

一

一

一

一

一 一
二

一
一

一や。一●P－－－－－－L－■一
一
一

四
月
六
日
か
ら
の
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
に
先
駆
け
て
四

日
、
同
運
動
の
市
民
総
決
起
大

会
が
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

決
起
大
会
に
は
、
交
通
安
全

協
会
や
各
企
業
、
団
体
か
ら
約

百
八
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
市
長
代
理
の
小

山
内
助
役
が
『
当
運
動
期
間
に

と
ど
ま
ら
ず
、
一
年
を
通
じ
て

の
運
動
、
生
涯
の
運
動
と
位
置

づ
け
し
、
交
通
事
故
撲
滅
に
立

ち
上
が
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
工
藤
忠
男
五
所
川
原
警

察
署
長
が
『
地
域
ぐ
る
み
、
市

民
総
ぐ
る
み
に
な
っ
て
安
全
で

F-両

快
適
な
交
通
社
会
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
」
と
、
ま
た
、
成
田
守

県
議
会
議
員
、
山
口
徳
二
市
議

会
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
激
励
し
ま

し
た
。最

後
に
、
山
形
四
郎
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
が
大
会
宣
言

を
読
み
上
げ
大
会
を
終
え
ま
し

た
。

引
き
続
き
、
一
日
交
通
巡
視

員
に
任
命
さ
れ
た
五
所
川
原
商

業
高
等
学
校
の
今
忍
さ
ん
、
対

馬
愛
子
さ
ん
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

同
校
へ
留
学
中
の
ロ
マ
ー
ノ
・

パ
ト
リ
シ
ア
さ
ん
の
三
人
を
先

頭
に
パ
レ
ー
ド
と
街
頭
指
導
を

行
い
、
交
通
事
故
防
止
を
訴
え

大会宣言を読み上げる山形さん

ま
し
た
。

一
、
子
供
と
高
齢
者
、
特

に
新
入
学
（
園
）
児
童

の
交
通
事
故
防
止

二
、
若
年
運
転
者
に
よ
る

飲
酒
、
暴
走
等
無
謀
運

転
の
追
放

三
、
二
輪
者
、
自
転
車
乗

用
の
交
通
事
故
防
止

四
、
正
し
い
方
法
に
よ
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
の
徹
底

運
動
の
重
点

パレード終了後の街頭指導p
■

月
三
十
一
日
、
沖
飯
詰
地
区
に

あ
る
径
吉
大
明
神
の
松
」
の

解
説
板
を
寄
贈
し
、
現
地
で
引

き
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
環
境

保
全
委
員
会
が
住
み
良
い
環
境

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
三
和
満
同
ク
ラ

ブ
環
境
保
全
委
員
長
と
堀
内
貞

雄
同
委
員
及
び
釜
謹
裕
市
教
育

長
、
松
の
持
ち
主
で
あ
る
藤
森

茂
治
さ
ん
、
解
説
板
の
製
作
に
解
説
板
を
設
置
す
る
三
和
委
員

あ
た
っ
た
津
軽
鉄
道
の
職
員
の
長
（
左
）
と
釜
惹
教
育
長
（
右
）

ｌ
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
ー

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
方
々
が
出
席
し
て
引
き
渡
し
が

フ
（
稲
葉
忠
司
会
長
）
で
は
三
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
木
の

解
説
板
を
寄
贈

字

認
且ニヨ

や
》

いつ

｡■

墓
『
一

一
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屍室弓
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一

一
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．
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四
画
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Ｌ

朝

住 吉大明神の松
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除

厄

祈

願
奴
ポ
実
行
委
 

佐々木市長に手渡す山口委員長・春藤
事務局長 

佐々木市長に手渡す大村直前会長と蒔田さん 

書
券
五

万
円

相
当
を

寄
贈
 

(
 

教
育
振
興
会

へ
七
万
円

史
可
付
 

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

五
所
川
原
 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
「IIK
ト
五
所

川
原

（
工藤
ヌ
ェ
柔
井
長
・
会

員
二
十
三
人
）
は
三
月
二
十
八

日
、
市
教
育
振
興
会
へ
七
万
円

を
寄
付
、
大
村
光
子
直
前
会
長

と
蒔
田
恵
智
子
さ
ん
が
佐
々
木

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

一
月
半
ば
、
日
用
品
を
持
ち

よ
っ
て
開
い
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

の
売
上
金
を
贈
っ
た
も
の
です
。
 

平
成
二
年

・
A局
除
厄
祈
願

祭
実
行
委
員
会
（
山
口
孝
た
呑

員
長
）
は
三
月
ニ
十
三
日
、
市

立
図
書
館
に
図
書
券
五
万
円
相

当
を
寄
賠
、
山
口
委
員
長
・
春

藤
事
務
局
長
が
佐
々
木
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。
 

ニ
月
二
十
五
日
、
市
巾
血
（公

民
館
で
開
い
た
祈
願
祭
の
剰
余

金
四
万
九
千
九
百
七
十
七
円
を

充
て
て
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

一纏薫●醸●臨舞轟、二 g麟篇編建プ＝麟舞 
⑥年齢別 	 （五所川原警察署調べ） 

10歳 n歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 合計 

昭和63年 3人 3人 12人 18人 37人 16人 19人 16人 4人 3人 131人 

平成元年 2人 人 9人 21人 28人 28人 17人 5人 3人 3人 116人 

前年対比 -1人 -3人 -3人 +3人 -9人 + 12人 -2人 -11人 -1人 0人 -15人 

14. 15 

⑨罪種別・学職別 

歳が最も多く、そのあとに13歳が続いている。 

小学生 中学生 高校生 その他 有 職 無 職 合 計 

窃
盗
 

昭和63年 12人 65人 40人 1人 人 6人 124人 

平成元年 4人 66人 29人 人 2人 9人 110人 

前年対比 -8人 +1人 -11人 -1人 +2人 +3人 -14人 

そ
の
他
の

刑
法
犯
 

昭和63年 2人 人 人 1人 人 人 3人 

平成元年 人 3人 人 人 人 3人 6人 

前年対比 -2人 +3人 人 -1人 人 +3人 +3人 

いますので、皆さんのご協カをお願いします。 

窃盗は前年に比ペて14人減少し、そク暑也の刑法犯は前年に比べて 3 

01市では、青少年が充実した生活を過ごせるように、家庭・学校・地域、関係機関団体が緊密

な連携を図りながら、従来にも増して青少年の健全育成に積極的に取り組んでいくことにして 

人増加している。 

（市青少年対策室） 
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教
育
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川
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図
書
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佐々木市長に手渡す山口委員長・春藤

事務局長
佐々木市長に手渡す大村直前会長と蒔田さん

平
成
二
年
・
合
同
除
厄
祈
願

祭
実
行
委
員
会
（
山
口
孝
夫
委

員
長
）
は
三
月
二
十
三
日
、
市

立
図
替
館
に
図
響
券
五
万
円
相

当
を
寄
贈
、
山
口
委
員
長
・
春

藤
率
務
局
長
が
佐
々
木
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

二
月
二
十
五
日
、
市
中
央
公

民
館
で
開
い
た
祈
願
祭
の
剰
余

金
四
万
九
千
九
百
七
十
七
円
を

充
て
て
贈
っ
た
も
の
で
す
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所

川
原
（
工
藤
ヌ
エ
子
会
長
・
会

員
二
十
三
人
）
は
三
月
二
十
八

日
、
市
教
育
振
興
会
へ
七
万
円

を
寄
付
、
大
村
光
子
直
前
会
長

と
蒔
田
恵
智
子
さ
ん
が
佐
々
木

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

一
月
半
ば
、
日
用
品
を
持
ち

よ
っ
て
開
い
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

の
売
上
金
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。

◎年齢別 (五所川原警察署調べ）

、

’

14，15歳が最も多く、そのあとに13歳が続いている。

◎罪種別・学職別

窃盗は前年に比べて14人減少し、その他の刑法犯は前年に比べて3人増加している。

◎市では、青少年が充実した生活を過ごせるように、家庭・学校・地域、関係機関団体が緊密

な連携を図りながら、従来にも増して青少年の健全育成に種極的に取り組んでいくことにして

いますので、皆さんのご協力をお願いします。 （市青少年対策室）

昭和63年

平成元年

前年対比

10歳

3人

2人

－1人

11歳

3人

人

－3人

12歳

L2人

9人

－3人

13歳

18人

21人

＋3人

14歳

37人

28人

－9人

15歳

16人

28人

＋12人

16歳

19人

17人

－2人

17歳

16人

5人

-11人

18歳

4人

3人

－1人

19歳

3人

3人

0人

合計

131人

116人

-15人

窃
盗

前年対比

刑
法
犯

そ
の
他
の

前年対比

昭和63年

平成元年

昭和63年

平成元年

小学生

12人

4人

－8人

2人

人

－2人

中学生

65人

66人

＋1人

人

3人

＋3人

高校生

40人

29人

-11人

人

人

人

その他

1人

人

－1人

1人

人

－1人

有職

人
一

2人

＋2人

人

人

人

無職

6人

9人

＋3人

人

3人

＋3人

合計

124人

110人

-14人

3人

〃6人

＋3人
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平成2年度一農蒸月雇賃金「耕． 
転機等機械賃借料標準額表 

市農業委員会 

1．農業日雇賃金 

田
畑
別
 

霞二＊ど Ij 

2年度標準額 

男 女 

水
 

田
 

田 	植 1日当り賄なし 4,200円 4,200円 

稲 	刈 ク 4,200円 4,加 0円 

脱 穀調整 ク 4,200円 4.200円 

畑
  

りんご勇定 
（特技者を除く） 

ク 5,3( 〕0円 

りんご授粉 ク 4,000円 4,叩0円 

りんご摘果 ク 4,000円 4,叩0円 

りんご袋掛 1 	日 	当 	り 4,200円 

りんご収穫 1日当り賄なし 3,800円 3,別0円 

薬剤散布作業 ク 3,800円 3,800円 

ー般農作 業 ク 3,800円 3,800円 

2．耕転機等賃借料 

機
械
別
 

作 	業 	別 2標
 
年
準
 
度
額
 

 

I
'
一フ
ク
々
ノ
ー
 
 

耕
 
転
 
機
 

田 打 砕 き lOa当り 4,900円 

畑 打 砕 き ク 4,900円 

田荒 しろかき lOa当り（2回） 3,舶0円 

田植しろかき ク 3,900円 

耕起よりしろかき 10 a 当り 12.500円 

バ 	イ 	ン 	ダ 	・ー 糸持lOa当り 8,500円 

ノ、 ー べ ス タ ー 人付10 a 当り 8,500円 

コ 	ン 	バ 	イ 	ン ク 

16,叩0円 

17鶏協 
10ぷ〕0円 
(愛) 

田 	植 	機 ク 4,900円 

オペレー ター賃金 1 日 当 り 6,駒0円 

Ol日の労働時間を 8時間とし、賄なしを基準とする。 

津軽民謡を 

習ってみませんか 

●初心者大歓迎● 

子供から大人まで’、どなたでも参川に与きます。 

ン練習日時 毎週水曜日午後 7時～ 9時まて二

レ場所 鱒谷町・コミュニティ防災センター 

お申込や詳細は、五所川原民謡育成会（山形

会長・＝（⑩2422番）へ。 

平成 2年（1990年）4月15日 	 広報ごしょがわら 
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国民年金の保険料 

4月分から変わりま 
国民年金の保検料が、 4 月分から定額保険料 

1か月8,400円に変わります。 

お年寄りや障害者などの所得の主柱になって

きている年金は、みなさんが納める保険料と国

庫負担などによって運営されています。 

平均寿命の伸びとともに増えている年金受給

者や物価スライ ドによる年金額の引き上げによ

り、年金の支払いに要する費用は、年々増加し

てきています。 

だれもが長い老後を年金で幸せに送れるよう、 

保険料の引き上げについて、ご理解をお願いし 

’ ます。 

※ 4 月は、平成元年度の最終納付月（ 4 月27日

まで）です。 くれぐれも納め忘れのないよう

に充分注意してください。 

※また 4月は、保険料の前納月です。 4月27日

までに保険，6Iを前納すると、保険料力噌uり引

きとなりますので・ご利用ください。 

嘱未来の道」に託す一霧
夢やアイディア募集 

時代の変化に』iうじて、道をどう進化させてい 

けばよいのかあなたの 「夢＆アイディア」 を募 

集します。 

N応募方法 

0論文一原稿用尉玉；(B4判）で枚数自由 

0絵・ィラストーB2またはB3サイズの用紙 

で描き方は自由 

ン締切 5月10日 （当日消印有効） 

F::'賞 建設大臣賞（1点）100万円、優秀賞（ 4 

点）50万円、佳作（10点）10万円、発表 

は 8月中旬ごろの予定。 

※応募先及ぴ間い合わせ先 

，市土木課（市内岩木町12廿⑩2111番内線 227 

・番）または五所川原土木‘ド務月〒（市内栄町10 

=（⑩ 2105番）へどうぞ。 

ソフトボール部員募集 

レ対象 市内在住でソフトボールの好きな方。 

レ期間 来年3月末まて’ 

ン練習 毎週 2回 

※連絡先ー五所川原ママーズクラブ蒔田さん 

（市内鳥森廿（遥弾435番）まで。 

広報ごしょがわら平成2年(1990年)4月15日 (第709号）⑥

|農|家|の|皆'さ'ん|ヘ｜

蕊悪磯総騒農業旦雇篇蕊燕裁識
溌絵穂等機稼賃借料標準額表蕊

市農業委員会
1 ． 農 業 日 雇 賃 金

禦雲鐸識鍵鐸雲識
国民年金の側倹料が、4月分から定額保険料

lか月8,400円に変わります。

お年寄りやI境害者などの所得の主柱になって

きている年金は、みなさんが納める保険料と国

庫負担などによって運営されています。

平均寿命の伸びとともに増えている年金受給

者や物価スライドによる年金額の引き上げによ

り、年金の支払いに要する登用は、年々増加し

てきています。

だれもが長い老汗麦を年金で幸せに送れるよう、

保I倹料の引き上げについて、ご理解をお願いし

ます。

※4月は、平成元年度の最終納付･月（4月27日

まで）です。くれぐれも納め忘れのないよう

に充分注意してください。

※また4月は、保|喰料の前納月です。4月27日

までに保険料を前納すると、保険料が割り引

きとなりますのでご利用ください。

〆

2．耕転機等賃借料

蕊曇未来::の:道劃j黒:託i;窪蕊職蕊蝋
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識蕊夢;やi諺i聯#学準読i募:集I甲騨

時代の変化に応じて、道をどう進化させてい

けばよいのかあなたの「夢＆アイディア」を募

集します。

似応募方法

○論文一原稿用紙(B4判）で枚数自由

○絵・イラストーB2またはB3サイズの用紙

で増掻き方は自由

p締切5月10日（当日消印有効）

し賞建設大臣従（1点）100万円、優秀賞（4

点）50万円、佳作（10点）10万円、発表

は8月中旬ごろの予定。

※応募先及び問い合わせ先

，市土木課（市内岩木町12念⑮2111番内線227

・番）または五所川原土木事務所（市内栄町10

壷⑮2105番）へどうぞ。

一

◎1日の労働1時間を8時間とし、賄なしを基準とする。

蕊蕊妻雪雲等琴琴蓉莞雰蕊
・初心者大歓迎・

子供から大人まで、どなたでも参加できます。

し練習日時毎週水曜日午後71時～9時まで

惨場所鎌谷町・コミュニティ防災センター
お申込や詳細は、五所川原民謡育成会（山形

会長・壷⑳2422番）へ。

G●自 ●巳●●●早一？■ひq
◆凸◆◆由pQe｡●

■■■■B■●■ひ旬
▲一一ニー－＝▲＝盲

;蕊:蕊蕊識護灘部章;募集§
争､●｡◆舎一由一●●p一一一口や●凸かq

●●即●●ウ■●■●｡■●■●●●●●

◆●●d争伊◆◆ゆいい◆◆●●◆●｡■
■‐‐q÷句凸争虹◆●卓
●■色q■■■■酉｡■

毎守■●■ウぐの寺｡■

けむ●●○

P対象市内在住でソフトボールの好きな方。

し期間来年3月 末まで

し練習毎週2回

※連絡先一五所川原ママーズクラブ蒔田さん

（市内‘烏森云⑳4435番）まで。

田
畑
別

水
田

畑

薬剤散布作業

一般農作業

田植

稲刈

脱穀調整

りんご勇定
(特技者を除く）

り ん ご 授 粉

りんご摘果

りんご袋掛

りんご収穫

1日当り賄なし

〃

〃

〃

〃

〃

1 日当り

1日当り賄なし

〃

〃

2年度標準額

男

4,200円

4,200円

4,200円

5,300円

4,000円

4,000円

4,200円

3,800円

3,800円

3,800円

女

4,200円

4,釦0円

4,200円

4,000円

4,000R

3,800円

3,800円

3,800円

機
械
別

ト
ラ
ク
タ
ー

耕
転
機

パインダ一

ハ ー ベ ス タ ー

コンパイン

田植機

作業

田打砕き

畑打砕き

田荒しろかき

田植しろかき

耕起よりしろかき

10a当り

〃

10a当り(2回）

〃

10a当り

糸持10a当り

人付10a当り

〃

〃

2 年 度
､標準額

4,900円

4,900円

3,900円

3,900円

12,500円

8,500円

8,500円

16.000円

(j|̂5̂)

'0倒円
4,900円

オ ペレ ータ ー賃 金 1 日 当 り 6,500円
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「角館・田沢湖 
阿仁異人館の旅」 

参加者募集 
青森県歴史の道整備促進協議会では、角館・ 

田沢湖‘ FiiJ仁異人館の旅を行います。 

ン日時 5 月13日（日）午前 6 時出発 

レコース 

五所川原中三前6:00出発ー鶴田田丁役場ー信用 

金庫ー藤崎青銀前ー八幡平一玉川温泉一玉川 

ダムー田沢湖（昼食）ー辰子姫ー角館武家屋敷 

―伝承館一桧木内川一阿仁異人館ー藤崎一板 

柳―鶴田一五所川原中三前着20:15 

レ会費 6,800円（昼食、見学料） 

レ申込み先 青森市大字松森字佃175 青森県歴 

史の道整備促進協議会（"0177@1O64番） 

レ申込み締切 5 月 2 日まて〒 

レ申込み受付時間 午前 8時30分から午後 4 時 

までト（日曜日を除く） 

、ゲートボール教室 
2一 参加 者募集 

レ対象 一般市民（男女を問いません） 

レ期間 5 月～ 9 月までの毎日（雨天を除く） 

午後1時～ 311寺まてニ 

レ場所 岩木川原市営ゲートボール場 

ン用具 貸与します。 

レ受講料 無米」＋ 

＠夜間指導 5 月～ 9 月までの毎日（雨天を除 

く）午後 7 時～ 8 時まて各 

レ場所 しきしまコミュニティセンター特設ク’ 

ート ,iぐール場 

※詳しいことは、審判委員会事務局小野さん 

("(D2464番） または瓜田さん（喫郵695番） 

へお問い合わせください。 

図書館5月の休館日 

月 曜 日 7. 14H 

祭 	日 3 、 4 、 5 日

ばく書休館 21---31日 

和裁（中級）技術講習会 
受講生募集 

県婦人就業援助センター 

中級程度の和裁技術を習得し、就業に役立て 

たい婦人を対象とした講習です。 

ン内容 男牛勿単衣、女物袷、羽織の裁ち方、縫 

し、方 

D期間 5 月14日～ 6 月27日までの20日間 

午前10時～午後 3時30分 

ン募集人員 20名（定員になり次第締切） 

レ受講料 無半斗（教材は自己負担） 

レ場所 市働く婦人の家 

ン用意するもの 筆記用具、和裁用具、昼食 

レ申し込み及び間い合わせ先 

県婦人就業援助センター五所川原駐在所佐々 

木さん（市働く婦人の家内h（⑩8898番）まで。 

ニ級ボイラー技士免許試験に

伴う講習会のお知らせ 

＠ボイラー実技講習会 

ン日時 4 月24日～26日 （ 3 日間） 

午前 9 時～午後 5 時まで） 

）会場 西北労働基準協会 

レ受講料 14,600円（テキスト代含む） 

＠ニ級ボイラー技士免許試験準備講習会 

レ日時 7 月上旬か中旬開催予定 

（予約申し込みを受付けます） 

レ会場 西北労働基準協会 

レ受講料 15,600円（テキスト代含む） 

0定員 各40人 

ン締切日 4 月20日（定員になり次第締切り） 

※詳しいことやお申し込みは、（社）西北労働基 

準協会（市内新宮町84-5樋郭336番）へどう 

ぞ。 

おはようジョギング ・・・ .' %' ' 

「コース走り初め会」 
市民の健康と体カの増進を図るため設定して 

いるジョギングコースの走り初め会を次のとお 

り開催いたします。 参加者には記念品を贈呈。 

ご家族そろってご参加ください。 

ン日β寺 4 月29日（祝日）午前 6 時スタート 

レ集合場所 i市役所裏河川敷広場 

レ距離 約3 キロメートル 

D服装 軽い運動のできる服装 

※問い合わせは、市教育委員会社会教育課 

(h⑩21 11番内線250番）へどうぞ。 
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参加者募集

《
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竜
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術
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口
癖
群

弄
蕊

県婦人就業援助センター

中級程度の和裁技術を習得し、就業に役立て

たい婦人を対象とした講習です。

P内容男物単衣、女物袷、羽織の裁ち方、縫

い方

P期間5月14日～6月27日までの20日間

午前10時～午後3時30分

し募集人員20名（定員になり次第締切）。

陽受講料無料（教材は自己負担）

し場所市働く婦人の家

し用意するもの華記用具、和裁用具、昼食
－

し申し込み及び問い合わせ先

県婦人就業援助センター五所ﾉil原駐在所佐々

木さん（市ｲ動く婦人の家内垂⑮8898番）まで。

青森県歴史の道整術促進協議会では、角館・

田沢湖・阿仁異人館の旅を行います。

P日時5月13日（日）午前6時出発

しコース

五所川原中三前6:00出発一鶴田町役場一信用

金庫一藤崎青銀前一八幡平一玉川温泉一玉川

ダム一田沢湖(昼食)－辰子姫一角館武家屋敷

一伝承館一桧木内川一阿仁異人館一藤I埼一板

柳一鶴田一五所川原中三前着20:15

P会費6,800円（昼食、見学料）

し申込み先青森市大字松森字佃175青森県歴

史の道整備促進協議会（金0177⑫1064番）

し申込み締切5月2日まで

P申込み受付時間午前8時30分から午後4時

まで（日曜日を除く） 蕊暴蕊蕊諜曇繍蕪杢免許試謝昌蕊
鞍伴写講雷芸:あ:瀦揃醤巷識溌職職

◎ボイラー実技講習会

し日時4月24日～26日（3日間）

午前9時～午後5E時まで）

し会場西北労働基準協会

P受講料14,600円（テキスト代含む）

◎二級ボイラー技士免許試験準備講習会

し日時7月上旬か中旬開催予定

（予約申し込みを受付･けます）

P会場西北労働基準協会

し受講料15,600円（テキスト代含む）

○定員各40人

P締切日4月20日（定員になり次第締切り）

※詳しいことやお申し込みは、（社)西北労働基

準協会（市内新宮町84-5念⑮6336番）へどう
ぞ。

参琴総蓉馨識露

P対象一般市民（男女を問いません）

し期間5月～9月までの毎日（雨天を除く）

午後1時～3時まで

P場所岩木川原市営ゲートボール場

し用具貸与します。

し受講料無料

◎夜間指導5月～9月までの毎日（雨天を除

く）午後7時～8時まで

似場所しきしまコミュニティセンター特設ゲ

ートボール場

※詳しいことは、審判委員会事務局小野さん

（壷⑭2464番）または瓜田さん（き、6695番）
へお問い合わせください。

、

鍵鍵鍵瀞蕊蕊琴
市民の鮭康と体力の増進を図るため設定して

いるジョギングコースの走り初め会を次のとお

り開催いたします。参加者には記念品を贈呈。

ご家族そろってご参加ください。

し日時4月29日(祝日）午前6時スタート

し集合場所市役所裏河ﾉII敷広場

し距離約3キロメートル

し服装軽い運動のできる服装

※問い合わせは、市教育委員会社会教育課

（蚕⑮2111番内線250番）へどうぞ。

図書館5月の休館日

月曜日7，14日

祭 日3，4，5日

ばく書休館21～31日

－一一一 一
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第1回ごしょがわら梅まつり記念 

“梅おとめ”さわやかコンテスト 

岡岡 

「第1回ごしょがわら梅まつり記念 “梅おと

め” さわやかコンテスト」 出場者を募集します。 

お気軽に多数ご参加ください。 

レ」；志募資格 満18歳以上の未婚の女性で’五所川

原に居住または勤務している方 

N応募方法 所定の出場申込み書による。（出場

される際の服装は和服・洋服間いませんJ 

レ応募締切 4 月20日（金）正午まで’ 

ン開催日時 4 月22日（日）午前10時30分～ 

~ ン会場 市働く垂dI人の家 

レ賞 梅おとめ1名（10万円）、準梅おとめ 2 名 

(5万円）、参加者全員に記念品を贈呈。 

ン申込み・間い合わせ先 

市経済部商工観光課（h〈要，21 11番内線260番） 

※当コンテスト終了後、午後1時30分ごろから 

「津軽フラワーセンター梅林」 で撮影会を開

催します。 

~ 	環境緑化まつりノ、 ノ、、 

L 

レ日時 4 月27日（金）~29日（日） 

レ場所 市役所前お祭り広場 

ン行事内容 

0庭園樹等展示即売会…一般庭園樹、はち花 

類、山野草類 

一 0入学記念樹贈呈 

' 0苗木の無償配布 

0花木類の鉢替え 

〇花と緑の相談所 

〇緑の羽根募金 

5月の保健センター相談日 
5 月11・18・25E1です。（毎週金曜日） 

レ時間 午前10時～午後 311寺 

レ内容 ．血圧測定、尿検査等を含めた健康相談 

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまて奉 

お気軽にご利用ください。 

人の命を救う「愛の献血」にご協力をノ 
川
～
 
 

時 	間 場 	所 

4 月19日 

（木） 

午前10時から 
正午まで 

脚丸中五所川原 
中央水産前 

午後I時30分から
午後 4 時まで 

NTT五所川原前 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 12: 45-13: 00まて春 

レ持参するもの 母子健康手I限、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日ノ」、ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 （D6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セ・】ノトを配仁十しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓にIにセッ トをもらいにきてくだ

さい。（ただし生後 6 カ月、 7 ケ月児に限るJ 
②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご電t慮ください。 

月 	齢 対象児 期 	日 内 	容 

3 ケ」」児 H2 年 1月生 5H8日因 健康診査 

6 カ 月児 H元年10月生 5 月15日吹〕 健康相談 

1 	歳 児 H元年 4 月生 5 月28日（印 健康相談 

1歳6・ウ月児 S 63年11月生 5 月22日因 健康診査 

: 	歳 児 S62年 l月生 5 月17日（木） 健康診査 

みんなの健康教室 
レ日 時 4 月27日（金）午後 1時 

レ場 所 市保健センター 

レ講 師 対馬昭幸先生 

（対馬内科小児科医院長） 

レテーマ 「急病人がでたらあなたならど 

うしますか」 

レ主 催 北五医師会・市民保健協議会 

者 募 集 

b
v
、
レ
 
ヘ
ン
 

日

場
講
 

時
 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

ft34-4999番 
（救急医療部会） 
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謹聴篭鋤溌猟瀧鋤嚢郷
5月の保健センター相談日
5月11．18．25日です。（毎週金II秘日）

し時間午前10時～午後3時

し内容血圧浪ﾘ定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまで

お気軽にご利用ください。

田周周園犀
「第1回ごしょがわら梅まつり記念“梅おと

め”さわやかコンテスト」出場者を募集します。

お気軽に多数ご参加ください。

，応募資格満18歳以上の未婚の女性で五所川

原に居住または勤務している方

し応募方法所定の出場申込み書による。(出場
される際の服装は和服・洋服問いません｡）

P応募締切4月20日（金）正午まで

し開催日時4月22日（日）午前10時30分～

し会場市働く婦人の家

し賞梅おとめ1名（10万円)､準梅おとめ2名

（5万円)、参加者全員に記念品を贈呈。

し申込み．問い合わせ先

市経済部商工観光課（き⑮2111番内線260番）
※当コンテスト終了後、午後1時30分ごろから

「津軽フラワーセンター梅林Jで寸殻影会を開
催します。

人の命を救う｢愛の献血｣にご協力を／

乳幼児の健康診査一

P場所市保健センター

し受付時間12：45～13：00まで

し持参するもの母子健康手1帳、バスタオル。

3歳児は尿検査も行いますので、当日小ピン

に尿を入れてもってきてください。

※注意①6ヵ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セットを配付･しますが、

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセットをもらいにきてくだ

さい。（ただし生後6ヵ月、7ヶ月児に限るJ

②病気療養中（特に伝染I生の病気）のお子さん
はご遠職ください。

環境緑化§ま;曇;〃;;公;瀞溺4綴溌綴調

嘗苧ぞ趣劉
に.:．:．g･霧.．:･瀞:職聯:職6諏鐸浮舞?；

腸日時4月27日（金）～29日（日）

し場所市役所前お祭り広場

P行事内容

○庭園樹等展示即売会…一般庭園樹、はち花

類、山野草類

○入学記念樹f漕呈

○苗木の無侭配布

○花木類の鉢替え

○花と緑の相談所

○緑の羽根募金

F一両
L

みんなの健康教室
し日時4月27日（金）午後1時

P場所市保健センター

似講師対馬昭幸先生

（対馬内科小児科医院長）

しテーマ「急病人がでたらあなたならど

うしますか」

し主催北五医師会・市民保健協議会
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梓

休日・夜間の急病は
在宅医師の照会は消防署へ

S34-4999番
（救急医療部会）

ノ

期日

4月19日

(木）

時間

午前101;寺から
正午まで

午後1時30分から
午後4時まで

場所

㈱丸中五所川原
中央水産前

NTT五所川原前

月齢

3ヶ月児

6ヵ月児

1畿児

1歳6ヵ月児

3歳児

対象児

112年1月生

H元年10月生

H元年4月生

S63年11月生

S62年1月生

期日

5月8日㈹

5月ir.11火）

5月28日(月）

5月22日(火）

5月17日休）

内容

健康診査

健康相談

健康相談

健康診査

健康診査


